
令和７年７月 2 3日

愛南町 海業推進室

資料２

愛南町海業グランドデザインの進捗報告について
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愛南町海業グランドデザイン 「すべての世代の想いがつながり、共にワクワクする舞台」
地図：国土地理院全国ランドサッットモザイク画像※各プロジェクトは例示であり、今後更新されていきます。また、未来の構想やアイデアも含みます。

別紙（案）

検討中
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海業グランドデザインの進捗状況 プロジェクト名：
愛南町ブルーカーボン創出プロジェクト

〇進捗状況（グランドデザインスケジュールベース） ※実施済：青、実施中：緑、今後予定：赤

直近のスケジュール ～令和６年度 ７年度 ８年度 ・・・

ホンダワラ繁茂状況調査

Ｊブルークレジット認証申請（毎年） （９月末） （９月末） （９月末）

〃 購入希望者の公募

藻場回復事業（ウニッコリー生産）

ウニッコリー生産の自立自営化

〇Jブルークレジット®認証

●養殖筏のマメタワラ資源量調査（６月上旬） 申請書を作成、提出（11月上旬） 認証式（３月19日）

〇藻場回復事業・ウニッコリー生産

●ウニ駆除作業【５月～12月】：20回程度実施
●体験コンテンツ：３月19日、20日にモニター実施予定

〇情報発信

●ディスカバー農山漁村（むら）の宝アワード（中四国農政局）⇒地方奨励賞【11月】
●三浦保環境賞（あいテレビ）⇒愛媛県奨励賞【２月】
●磯焼け対策全国協議会【１月】、気候変動適応全国大会」【３月】

申請年 申請海域 マメタワラ面積（ha） マメタワラ重量（t） 認証数量（t-CO2）

令和５年度 家串 1.75 280 5.9

令和６年度 油袋、家串、平碆、柏崎 7.09 1028.8 34.8
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愛南町ブル―カーボン推進協議会
愛南漁業協同組合、家串・油袋・平碆・柏崎真珠母貝生産組合、愛南町役場

国立大学法人愛媛大学南予水産研究センター、丸紅フォレストリンクス株式会社

✓ 貝類養殖筏では全国初、四国第一号の認証

✓ 産業活動そのものが脱炭素社会に貢献

✓ 取得したクレジットは真珠産業の保全・活性化に繋げる他、

環境保全活動や環境教育等にも活用

特徴

プロジェクト概要

水産人材育成
（ぎょしょく教育）

真珠母貝表面の
洗浄作業

養殖される真珠母貝幹縄筏のマメタワラ

藻捨て場に運ぶ漁業者

海浜清掃

愛南町は真珠母貝養殖の継続で
持続可能な脱炭素社会を実現します

✓ 愛南町は真珠母貝生産量が全国トップクラスですが、

漁業者の減少が著しく、真珠産業の存続が危惧されます。

✓ 真珠母貝養殖筏（幹縄筏）には作業の支障となる海藻

（マメタワラ）が毎年繁茂します。

✓ 漁業者はこれを除去し、同海域の『藻捨て場』と呼ばれる

区画に移動する作業を頻繁に行っています。

✓ 漁業者が管理する筏が貴重なブルーカーボン創出源

となり、日常作業が海中への炭素固定に貢献すると

捉えた、新発想のプロジェクトです。

申請対象 ：愛南町内４海域の幹縄筏のマメタワラ
今期認証量：34.8(t-CO2) 藻場面積：7.09ha
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④参加者及び
体験提供事業者への
アンケート調査を実施

（漁村総研）

▼
愛南ならではの非日常体験
や経験・食といったコンテン
ツは人気。
説明方法や時間配分、関係
者への配慮等の課題も明確化。

○モニターツアー概要
①久留米大学文学部

国際文化学科（３回生11名）
・実施日：令和６年９月９日～９月13日
・概 要：マダイ養殖業者見学、水産加工会社見学

愛南産養殖マダイを使った調理実習
シーウォーカー（鹿島）
石垣の里ツアー（外泊）
南水研学生との交流

②愛媛大学社会共創学部
産業イノベーション学科（１回生25名）
・実施日：令和６年９月17日～９月18日
・概 要：マダイ養殖業者見学

愛南産養殖マダイを使った調理実習
バロック真珠アクセサリー作り

③松山大学マダイ応援隊（1～3回生15名）
・実施日：令和６年11月27日
・概 要：愛南産養殖マダイを使った調理実習

海洋資源開発センター展示室見学
真珠貝開け体験

海業グランドデザインの進捗状況 ぎょしょくツーリズム

○目的
全国有数の水産基地・愛南の水産業を存分に味わう
体験プログラム「ぎょしょくツーリズム」を構築する
ことにより、「ぎょしょく」発祥の地・愛南町をＰＲ
する。サマースクールなどの教育旅行や社員研修等の
受入れにより、交流人口増加と海洋人材育成を図る。

ぎょしょくツーリズムの進捗

スケジュール ～令和６年度 ７年度 ８年度 ・・

事業内容検討

試行ツアーの実施 (９～11月)

課題抽出・改善検討

事業主体検討

プログラムの確立・実装

7年度
プログラム

深化
実装等

Ｕｍｉｄａｓへ
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情
報
収
集
、
一
覧
表
の
作
成

 

 
・
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
現
地
視
察
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施

 

②
体
験
コ
ン
テ
ン
ツ
を
ガ
イ
ド
す
る
人
材
育
成
シ
ス
テ
ム
の
構
築

 

 
●
e-ラ
ー
ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
講
義
、
現
地
実
習
、
確
認
テ
ス
ト
の
実
施
に
よ
る
、
ガ
イ
ド
人
材
登
録
シ
ス

テ
ム
の
構
築
。

 

 
 
(教
育
・
研
究
機
関
等
に
一
部
委
託
予
定
) 

【
進
捗
】

 

 
・
優
先
的
に
実
装
す
る
体
験
コ
ン
テ
ン
ツ
を
決
定
し
、
各
コ
ン
テ
ン
ツ
対
応
す
る
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
築

 

③
来
訪
者
や
関
係
人
口
の
増
加
に
つ
な
が
る
町
の
P
R
活
動

 

【
進
捗
】

 

 
●
日
経
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
3
0
周
年
企
画
へ
の
掲
載
（ 
海
」
の
テ
ー
マ
で
U
m
id
as
が
協
賛
）

 

 
 
・
愛
南
町
で
の
現
地
取
材
（
5
/2
6
～
5
/2
8
）
「⇒
「原
稿
更
正
中
「⇒
「９
月
号
に
掲
載
予
定

 

 
●
U
m
id
as
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
作
成

 

 
 
・
町
内
募
集
（
5
/3
1
）
「
⇒
「7
月
末
に
ロ
ゴ
完
成
予
定

 

 
●
そ
の
他

 

 
 
・
会
議
、
講
演
、
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加

 

U
m
id
as
事
務
所

 

（
御
荘
公
園
内
観
光
協
会
事
務
所
横
）
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